
消費増税を決めた2012年の「税と社会保障一体改革」の際には、いわゆ

る団塊の世代が全て75歳以上になる2025年までの社会保障の姿が示されま

した。本年5月には、我が国の高齢者人口のピークを迎える2040年の社会

保障の将来推計が公表されています。この推計は「ポスト一体改革」の議

論の出発点となりうるものです。

一方、6月15日に閣議決定された「骨太の方針2018」では、昨年に続い

て歯科関係の記載があり、歯科口腔保健や歯科保健医療の充実が示されて

います。今回の講演では、このような医療政策をめぐる動向とあわせて、

国が示した「歯科保健医療ビジョン」における歯科保健医療の方向性につ

いてもお話ししたいと思っています。
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2040年を展望した社会保障の

政策課題と歯科保健医療の方向性

（お弁当付・消費税込）

歯周治療における宿主強化療法と「つまようじ法」
つまようじ法は、歯ブラシの動き方によって名づけられたブラッシング方法である。例えば、

下顎前歯の唇側をブラッシングする場合は、歯ブラシの毛先をまず歯と歯肉の境目にあて、そこ

から毛先を斜め上に向けて“つまようじ”の要領で歯間部に押し込む。毛先が舌側に突き抜けるの

が確認できたら、毛先を引き抜く。この往復運動を繰り返す。このような動きをするため、つま

ようじ法は歯間部における歯肉マッサージ効果が高いブラッシング方法といえる。本研修会では、

歯周病に対する歯肉マッサージ効果の有効性を解説した上で、つまようじ法の特長・強みを“宿主

（歯肉）強化”の観点から紹介する。

「つまようじ法」
ブラッシング実習

朝日大学歯科衛生士専門学校実習室のチェアを使用して実習を行い
ます。
●体験実習コーナー：主につまようじ法の術者磨きを受けたことの
ない方向け
●スキルアップコーナー：相互実習などを行います。認定歯科衛生
士取得希望の方の実技指導も受付けます。※認定希望の方は事前に
お知らせください。（認定希望者実習：定員15名）


